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資料紹介
北米における華人社会と華僑・華人に
関する研究文献目録（上）
石
? ?
I. はじめに
I. 北米における華人情報網
皿北米で発行される華字新聞
IV. 華文雑誌と華人コミュニティー発行の雑誌・資料（以上，本号）！）
V. 華人社会と華僑・華人に関する英文書籍
I. はじめに
台湾・韓国・香港・ シンガポールといった「四小龍」（四匹の小龍）がアジア NIESと
して経済発展してきたことは， 1980年代の世界経済の比重をアジア・太平洋（西太平洋）
へ大きく傾けさせた。特に，韓国を除く台湾・香港・シンガボールは共通の文化を持つ華
人（中国人，漢人）社会であり，彼らの多くは中国南部の広東省や福建省から移民した華
僑・華人（中国系）である2)。 また，インドネシアやタイ・フィリヒ°ン・マレーシア等の
1)本稿は関西大学在外研究期間中，ワシントン大学客員研究員として滞在した折りに作
成したものである。それゆえ，筆者の在外研究の成果の一部である。ところで｀帰国
後持ち帰ったフロッピーを他のフロッピーヘ文書交換する際にミスで本稿以外の原稿
を全て消失してしまった。そこで，取り敢えず残った本稿のみを（上）として発表す
ることにした。（下）については収集した資料をもう一度整理して作成しなおさなけ
ればならず， もう一度アメリカヘ資料収集に行かなければならないかもしれず，発表
まで少し時間を戴きたい。
2)本稿では ChineseAmericanを「華人系アメリカ人」と訳した。確かに1850年代以
降アメリカヘ渡ってきた中国人は中国大陸からであり，中国人あるいは中国移民とい
う用語が適切かもしれないが，後には東南アジア各国や台湾・香港からも多くの華人
移民がアメリカヘ渡っている。彼らのある者はすでに居住地における市民権を取得
しており， これらの者を中国人と呼ぶのは誤解を招く。中国人とは中国（中華人民
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東南アジア各国にも中国南部から移民・移住した多くの華僑・華人がいることは周知のこ
とである。
共和国）が存在し，中国に市民権（国籍）を持つ者を指す言葉としても使用されてお
り，その中国人の中には漢族だけでなくチベット族やウイグル族・蒙古族等の少数民
族をも含み，言ってみれば中国に市民権を持つ者が中国人である。しかしながら，最
近ウイグル族の人に「あなた方は自分達のことを中国人と呼んでいるのか」と質問し
たことがある。 これに対し， 「どこの国から来たかと聞かれれば中国から来たと答え
るが，民族を聞かれればウイグル族と答える」とのことであった。そして，「我々にと
って中国人とは漢族のことであり， あえて中国という用語を使用するとすれば， 「中
国的人」と言うことができる」という返事であった。それゆえ，立場によって中国人
という概念は色々と異なる。ところで，一般的には中国大陸から世界各地へ移民した
漢族は伝統的中華文明を保持する同一民族であることから，これらの漢族をも中国人
と呼んだり，時には華僑と呼んだりしており，概念の定義において問題が多く，誤解
を生む。例えば，シンガボールのように独立国家が存在してもそこに居住する市民を
中国人や華僑と呼ぶことが多く，それに対してシンガボール人は自らを「シンガボー
リアン」あるいは「華人」と呼んでいる。それゆえ，最近では移民先においてすでに
市民権を取得した者に対しては「華人」， まだ取得していない者に対しては「華僑」
という用語を使用し，移民先において市民権を取得した二批以降を「華裔」とも呼ん
でいる。本稿ではこの用語法に従う。また，中国からベトナムヘ移民し，まだ中国に
国籍があれば「ベトナム系華僑」と呼び，ベトナム市民権を取得した人であれば「ベ
トナム系華人」と呼ぶ。それゆえ，ベトナム戦争の終結とともにベトナムからの難民
としてアメリカ等へ流出した人々はその出自を明確にするために「ベトナム系華人」
と呼ぶ。インドネシアであれば「インドネシア系華僑」や「インドネシア系華人」で
あり，一律に中国人や華僑と呼ぶことは避けたい。
また，台湾や香港が中国の固有の領土であるからそこに居住する漢族は中国人ある
いは華僑とも呼ぶことも多い。しかし，台湾の少数民族である「高山族」（日本統治
時代は「高砂族」と呼んでいた）に対しては中国人という言葉を使うことはない。そ
こには民族的・歴史的な異質性が存在するからであり， 「高山族」 も中華人民共和国
の支配が及ぶ範囲として国際的に承認された「台湾籍」の市民であるにもかかわらず，
「高山族」に対しては中国人という用語を使用しないのが一般である。 これに対し
て，腹門大学人類学系の陳国強教授等はその著作『高山族」（民族出版社， 1988年）に
おいて台湾の「高山族」は中国大陸から台湾へ移民したとし，中国と台湾との歴史的
結びつきを強調される。陳教授等の説に従えば， 「高山族」をも中国人と呼ぶことが
可能となるが， しかしこれは台湾が漢族の移民前から中国と密接に関係があったとい
うことを強引に裏付けようとする主張であり，明確に政治的意図が読み取れる。中国
大陸の「中国人」と自己を区別するために，台湾では「台湾人」と，香湾では「香港
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1970年代末から始まった中国での対外開放政策は，台湾・香港・シンガボールをはじめ
としたアジア NIES, タイ・フィリヒ°ン・インドネシア・マレーシア等のアセアン諸国の
華僑・華人による，深訓・珠海・油頭・腹門•海南島といった経済特区や中国南部の経済
開発区，あるいは彼らの故郷に投資を行わせ，中国南部の沿海地域，特に広東省と福建省
はこれらアジア・太平洋経済圃における華人経済ネットワークに抱摂されつつある。また，
中台海峡両岸の社会的・経済的・文化的交流は日益しに多くなり， その関係は密接にな
りつつある。筆者は中国・台湾研究よりこのような動きに関心を持ち，この方面の資料収
集と研究を始めた。ところが，アメリカに滞在するようになって以降，北米における華僑
・華人の社会的・経済的・文化的活動にも関心をもつようになった。そして，今ではアジ
ア・太平洋経済圏における華僑・華人の社会経済活動を考察するには，その対岸である北
米における華僑・華人をもその研究の対象にしなければならないと考えるに到った。
北米における華人移民の歴史は鉱山や鉄道建設の労働力（苦カ・華エ）として19世紀中頃
から始まり，その歴史は約1世紀半に及んでいる3)。ところが，近年の台湾経済の発展は労
人」と主張する人達がおり，本稿ではこの点を明確化するために外国に居住する「台
湾人」は「台湾系華人」， 「香港人」は「香港系華人」 と呼ぶことにする。濱下武志
「「華僑」史に見る社会倫理—華僑ー華人一華裔のアイデンテイティー—-」『思想」
1991年3月を参照されたい。
3) 19世紀中頃から多くの中国人移民がアメリカ西海岸へ鉱山（金鉱）開発や鉄道建設のた
めの労働力（苦カ・華エ）としてやってきた。華人移民については後述するように数多
くの英文研究書が出版されており，アメリカにおける中国人移民，華人の歴史につい
て簡明に記述したものとして， Shih-shanHenry Tsai, The Chinese Experience 
in America, Indiana University Press, 1986を紹介したい。 また， アメリカ・
カナダ西海岸の各都市にある歴史博物館を訪問すると， そこには必ずといってよい
ほど華人苦力についての展示があり， 博物館内のギフト・ショップには開発に関す
る資料やパンフレットが販売されている。ここで一般の書店で購入不可能な資料を
発見したりする。例えば， Sacramento History Centerで入手したものとして，
Peter C. Y. Leung, One Day One Dollar; Locke, California and the Chinese 
Farming Experience in the Sacramento Delta, Chinese/Chinese American 
History Project, Sacramento History Center 1984., Philips Zauner and Lou 
Zauner, California Gold; Story of the Rush to Riches, 1980., Philips Zauner, 
Sacramento and California Delta 1979., Charles Nordhoff, C. P. R. R.; the 
Central Pacific Railroad, 1982, Ken McKowen and Bob Burke, Old Sacramento 
State Historic Park, 1982. があり， これらの歴史小冊子には華人苦力に関する記
述がある。その他の歴史博物館で入手した書籍については後述の英文書籍目録で紹介
する。
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賃の高騰と余剰資本のダブッキにより，台湾資本は安価な労働力と投資先を求めて中国南
部や東南アジアだけに止まらず，北米にまで活発に進出してきた。しかし，これ以前にお
いても台湾の「統独問題」とも絡み家族の一員を留学等の名目で安全な国外に逃避させ，
同時にそこで経済活動させたりしてきた歴史をも持っている4)。「1997年問題」を抱えた香
港では，住民が避難先を求めてアメリカ・カナダ・オーストラリア等へ移民しており，特
に1989年の「天安門事件」による中国政府に対する不信感はこの動きを加速している。例
えば，カナダ政府は25万カナダ・ドルの投資でもって移民ビザを与えており（投資移民），
一且移民ビザを取得して再び香港に戻り経済活動を継続する者も多い。また，中国大陸か
らの留学生や研究者も「天安門事件」以後，帰国する意志がなくなり，永住を決意する者
が多く出てきており， 1990年度の人ロセンサスによれば，北米における中国系人口は増加
の一途を辿っている5)。 このようにして北米における華人社会は活況を呈している。移民
には高学歴で経済的に豊かな投資移民から，政治的経済的困苦から「自由で希望に溢れ
る」アメリカヘ逃れるために身ひとつで違法移民して来る者までをも含めて，様々な様相
を呈している。アメリカ経済が低迷する中にあって華人社会における中華レストランや車
衣といわれる縫製工場は繁栄している。その理由は後を断たない安価で豊富な華人移民労
働力が存在するからであり，華人社会においては華人が華人を搾取するという構造が長期
にわたって存在してきたからである。
このようにして北米に移民してきた華僑や華人の多く集まるチャイナタウン（中国城，
華埠，唐人街）はどのような世界を形成しているのであろうか。規模の大きなチャイナタ
ウンを訪問するとそこは台湾や香港といった華人世界のミニチュア版であり，そこでは英
4) 1970年代後半から1980年代初期にかけて，筆者は台湾各地で農村調査に従事したこと
があるが，そこで訪問した農家で農家戸口薄に基づいて家族構成を質問して驚いたこ
とは，少し経済的に余裕のある農家であれば家族の一員を必ずといってよいほど留学
等の名目で外国，特にアメリカヘ送り出していることであった。
5)アメリカでの人ロセンサスは10年毎に実施される。最近のセンサスは1990年に実施さ
れ，その集計された結果が1991年に入って各新聞に掲載されている。これらの記事に
よれば，華人系アメリカ人は160万人に達し， 1980年度に比較して100.4彩の増加であ
る（「美國亜裔人口」『明報」 1991年6月19日）。また， アジア系アメリカ人の急増は
カリフォルニア州やニューヨーク州で話題となっている。筆者が滞在したシアトルの
Beacon-Rainier (66彩）や RainierBeach (68彩） といった地区ではアジア・太
平洋系の市民が65彩以上を占めるようになった。 Non-whitesin Seattle, Seattle 
Post-Intelligencer, March 18, 1991. 
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語ができなくとも自己の文化を持ったまま，すなわち故郷で話す中国語方言だけで生活が
可能である。チャイナタウンにはスーパー・マーケットから雑貨店・病院・映画館・教会
・寺廟・旅行代理店・葬儀屋とかれらの生活に関わることであれば何でも揃っている。自
己の文化を容易に移民先文化に切り換えることもなく華人の伝統文化を維持したまま生活
することが可能である。逆にそのような華人社会で遥しく商売をしたり，さらには華人社
会の様々な人的結合を利用して自己の社会的経済的活動を世界中の華人ネットワークに結
び付ける者もいる。そのことは同時に自己と本国あるいは故郷との「謄の緒」を切らずに
関係を持続させることによって，大いなる利益を受けている者が多いということになる。
それゆえ，伝統的華人社会やアジア・太平洋経済圏における華人の社会経済的ネットワ
ークを考察する上で，北米における華人の社会経済活動や華人コミュニティー（社区）を
理解することの意義は大きい。そこで，本稿ではシアトルを中心に北米におけるチャイナ
タウンや，大学・研究所図書館で収集した，華人社会と華僑・華人に関する研究文献資料
を整理し，紹介することにする。
直．北米における華人情報網
在米中，中国関係資料を調べていくうちに， 自然と足がチャイナタウンに引き寄せられ
ていった叫どこのチャイナタウンであれ，街を少し歩けぱ必ず華文書店を見つけることが
できる。これらの書店にはこれから紹介する各種の華字新聞や華文雑誌が置かれている。
北米においてなぜこのように多くの華字新聞が発行されているのであろうか。その一つ
は，華字新聞が華人国家や社会の政治的立場を同胞に訴えることに便利であり，特に中国
大陸や台湾・香港の政治的立場，あるいは左派・中間派・右派といった政治的立場を宣伝
し，海外華僑や華人を自国や自派のうちに取込みつなぎ止めておくためである。そして，
そのことが自国や自派の勢力拡大とその維持に貢献すると考えることに他ならない。第二
は，華僑・華人を対象とした社会的経済的文化的な面にある。華僑や華人が中国大陸を含
めた世界各地で社会経済活動を行うために，各国の政治動向や経済情報を的確に掴む必要
6)日本の中国研究に比して理論的フレームワークの鮮明なアメリカの中国研究に大きな
魅力を感じ，どのような中国認識と豊富な実態資料に裏打ちされて理論化が試みられ
ているのか，筆者の最も関心のある点であった。そこで，アメリカ国内においてどの
ような一次資料が入手可能か図書館を始め書店を調べてみたが，筆者自身の研究分野
においては失望せざるを得なかった。そこで，北米における「生きた一次研究資料」
である華人社会に興味を持ち， しわしばチャイナタウンを訪れ，華人社会の伝統的組
織を研究の対象とするようになった。
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があり，特に自分たちの文字で読める情報紙が必要である。また，華人コミュニティー内
に存在する宗親会（同姓組織， Family Association)や同郷会 (DistrictAssociation) 
・堂 (Tong,Chnese Benevolent Association)等の各社団組織の社会・文化活動に対
する情報提供や華人相互間の経済的取引きにおいて華字新聞は必要不可欠である。
そのため華字新聞に豊富な情報が満載されており，世界における華人国家や華人社会の
動向だけでなく，北米における各華人社会の活動を読み取ることが可能である。華僑や華
人の多くが自己の出身地やその文化から離れ，移民社会に「同化」していくのであれば，
華字新聞の必要性も減少していくのであろうが，実際には異文化の移民社会に溶け込めな
いのが実情である。それは受け入れて手側社会の閉鎖性や差別，華僑・華人の異文化社会
ヘ積極的に浸透していく能力の欠如や彼らの頑固なまでの文化的保守性によるところが大
きい。それゆえ，故郷から遠く離れた異国で生活していても，故郷や祖国との「謄の緒」
は切れることなくつながっている。また，故郷や祖国から自己のアイデンテイティを再確
認するかのように社会的文化的風波が， 異国の地まで押し寄せて来る。これが移民であ
り，華人社会における労働力予備軍である。
北米における最も普及している華字新聞は『世界日報」と「屋島日報」である。
『世界日報』は筆者が最も重宝した華字新聞であり，中国・台湾・香港に関する情報や
アメリカにおける華人社会の活動に関する情報量の最も多い新聞である。本紙は台湾国民
党反主流派の『聯合報』系の日刊紙である。筆者が愛読したサンフランシスコ版以外に二
ューヨーク版やカナダ版があり，どこのチャイナタウンでもこの新聞は購入可能である。
また，同じ版であっても紙面においてそれぞれの地域を扱った記事が掲載されている。主
要都市にオフィスを持ち，「世界書局」という書店を兼営しており， 台湾文化の出先機関
の感がある。他の華字新聞に比して『世界日報」が情報量の多い新聞であるというのは，
次のような紙面構成に基づく。まず第一面はアメリカを中心とした世界各地の政治・経済
に関する記事であり，次に台湾ニュースで，国民党や民主進歩党（民進党）， 李登輝総統
や都柏村院長の政策等についての記事がある。さらにアメリカ経済，台湾経済，香港経済
ニュースとなり，中国大陸ニュースが続く。中国大陸に関するニュースは「人民日報』と
は一風違った内容を持ち，このニュースは結構面白い7)。特に，最近台湾資本が対岸の福
7)日本では主として『人民日報」と『農民H報』に目を通していたが，これでは中国大
陸の動向しか見えず， しかも一方の側からの情報提供であるため偏りがある。また，
H本においては台湾や香港の毎日の情報は極端に少なく，北米でのこれらの華字新聞
の情報量の多さには驚かされた。
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建省厘門市や泉州市に積極的に投資を行っているニュース等は，台湾と福建の距離の近さ
をあらためて再認識させてくれる。その後にスポーツ・ニュース，台湾・香港映画，テレ
ビ・ドラマ等に関する娯楽ニュースが続き，華人社区に関する西北区 (Northwest)ニュ
ースや美西 (AmericanWest-Coast)ニュースが続く。このニュースの中心はサンフラ
ンシスコやバンクーバー， シアトルその他の華人社区での華人の行事や活動についての二
ュースであり，興味が尽きない。例えば，華人移民に対する生活上の講習会や国語（北京
語）講習会の呼掛け，同郷団体や宗親会等の行事のニュースがある。最後の裏表紙はカラ
一刷りの芸能ニュースとなる。そして， 日曜日には「世界週刊」という日曜版も発行し，
増ページになるが価格に変化はない。
『星島日報』は名前から見てわかるように香港系の新聞である。この新聞もどこのチャ
イナタウンの香港系華文書店で購入できる。 しかし， 記事は香港ニュースに比重が置か
れ，北米の華人社会のニュースも少ないことから， 『世界日報』のようには毎日読まなか
った。また，この新聞はワシントン大学通りの新聞舗で販売されておらず，ダウンタウン
にあるチャイナタウンにまで足を延ばさないと購入できないことから，ダウンタウンに行
った折りに買い求めることにしていた。もちろん，定期購読はできる。本紙の紙面はほぼ
「世界日報』と同じ分量である。紙面構成は，世界ニュース，香港ニュース，経済ニュー
ス，株式市場，中台両岸経済・貿易ニュース，台湾と中国大陸ニュース，そしてかなりの
分量の広告が続き，文化欄，スボーツ・ニュース，アメリカのスボーツ・ニュース，アメ
リカ全体のニュース，カリフォルニア・ニュース，サンフランシスコ・ニュースとなって
おり，このカリフォルニアやサンフランシスコのニュースの中にその地における華人社会
のニュースがある。既述したように最大の紙面は香港ニュースである。また，芸能ニュー
スや小説等，大部の広告ページを含む娯楽版がある。『星島日報」も『世界日報」と同様，
各主要都市にオフィスを持ち，カナダのバンクーバー版やトロント版を発行している。
皿北米で発行される華字新聞
北米で発行されている華字（華文，中文）新聞・雑誌を完全にフォローすることは困難
なことである見 というのは大手全国版の新聞や雑誌であればどこのチャイナタウンでも
8)ワシントン大学 EastAsia Library (EAL)の副館長（中国研究担当）の呉燕美氏
より 1986年2月12日作成の 'TheChinese Press in The United States'のコピー
を戦いた。 これは EALが所有するアメリカで発行されている華字新聞と雑誌の目
録である。この目録は作成時期が古いので最近発行されたものはリストになく，すで
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購入できるが，特定の都市やそのチャイナタウンだけでしか発行されていないローカルな
小新聞や小冊子となればそこでしか入手できず，その都市へ行かなければ購入できないか
らである。そこで，本稿において華字新聞の紹介を，筆者が実際に訪問したチャイナタウ
ンで購入した新聞だけに限定したのもこの理由からである9)。
ところで，以下に紹介する華字新聞は中国・台湾・香港に関する記事や華人社区（コミ
ュニティー）活動に関する記事を多く取り扱っている。「人民日報』とはひと味違う中国
大陸のニュースや最近の台湾の政治・経済や「統独問題」のニュースは華人社会を理解す
る上で非常に参考になる。このようなニュースは日本に居ては入手困難なことから非常に
関心を持ち，購読するのを日課としてきた。また，これらの新聞の意義はその価格が25~
30セントと安く，華僑・華人に対して彼らの関心領域の多くの情報を提供していることで
ある。日本の「朝日新聞』や『読売新聞』の衛星通信版が2ドル50セントで売られている
ことを考えれば，この点は頷かれる。
1. シアトルで入手できる華字新聞10)
① 「世界日報」 (WorldJournal, 日刊，サンホセ発行， 25セント， 1991年3月より40
に廃刊になったものも多く含まれており，箪者未見の新聞・雑誌が多い。また，これ
らの多くはシアトルで入手できない。北米諸都市で発行されている華字新聞について
は後に紹介するが，次のような目録があるので参照されたい。ただ本書の出版年も比
較的古く，紹介されている新聞の多くはすでに停刊となっているものが多い。Lo,Karl 
and H. M. Lai., Chinese Newspapers Published in North America, 1854-
1975, Center for Chinese Research Materials Association of Research & 
Libraries, 1977. 
9)紹介した華字新聞が中国や台湾に対してどのような立場をとっているかは， 中国を
「中共」と呼ぶのか，「中国」 と呼ぶのかによって判明する。北米で発行される華宇
新聞の多くは台湾系，あるいは香港系であり，中国大陸系の新聞は少ない。また，華
人社会での様々な活動も台湾系のそれが最も多く，在米中華民国の外交機関である北
米事務協調委員会の代表はこれらの活動に招かれたり寄付を行ったりしており，その
関係は緊密である。この点は在日中華民国の外交機関である亜東関係協会が中華人民
共和国大使館や総領事館の活動に比較して目立たないのと反比例である。在米中の
経験として、華人社会にパワーを持っているのは台湾であって中国ではなく，この点
は日本の中国一辺倒の状況から到底理解できないことである。
10)中国大陸編集の英字新聞である China Daily (30セント）は既述した大学のそばの
新聞・雑誌舗で購入できるが，ここでは華字新聞だけを取り上げたので省略した。ま
た，アメリカの大手新聞である TheNew York Times等には興味のそそる記事が
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セントに値上げ）
既述したように，台湾「聯合報」系の華宇新聞で，主要都市にオフィスを持ち，ニュー
ヨーク版やカナダ版のように版の異なる複数の新聞が発行されている。バンクーバーでは
別刷の「温寄華新聞版」，ロサンゼルスでは「地方新聞」（ロサンゼルス版）が挿入されて
いる。以下に紹介する華字新聞の中で最も情報量が多いのは本紙である。シアトルで販売
される本紙は西海岸のサンホセ発行のため，カリフォルニア州（特にサンフランシスコと
ロサンゼルス）やカナダのブリティシュ・コロンビア州（特にバンクーバー）の華人コミ
ュニティーに関する記事が多く，カリフォルニア大学バークレーを始めとした華人系学生
の多く集まる大学での中国・台湾・香港に関する様々な学術討論会や座談会開催について
のニュースや，サンフランシスコやロサンゼルスの華人コミュニティーの集会や動向につ
いてのニュースが掲載される。また，ロサンゼルスの新興都市モントレーパーク市には台
湾からの移民が急増し， 「小台北」と呼ばれる華人コミュニティーが形成されている等の
記事が掲載され，興味がつきない。本紙はワシントン大学のそばにある Bulldogという
新聞・雑誌舗で購入できることから，大学の帰りに購入して読むのが日課であった。
③ 「星島日報』 (SingTao Jih Pao, 日刊，サンフランシスコ発行， 30セント）
香港系の華字新聞で，『世界日報』と同様に主要都市にオフィスを持ち， どこのチャイ
ナタウンでも購入できる大手新聞である。主として香港からの移民はこの新聞を愛読して
いる。バンクーバーではブリティシュ・コロンビア版を発行している。
③ 「国際日報」 (InternationalDaily News, 日刊， ロサンゼルス発行， 25セント，
『世界日報」と同様に40セントに値上げされた）
独立（中立）系の台湾の華字新聞で，本新聞の売り文句として「言論の自由は新聞の魂
である」と述べていることからも，この点が窺われる。本新聞はロサンゼルス以外にバン
クーバー・サンフランシスコ・ヒューストン・ニューヨークにオフィスがある。
④ 「太平洋時報」 (PacificJournal, 日刊，ロサンゼルス発行， 25セント）
1990年10月より週刊から日刊となった民主進歩党（台湾独立派）支持系統の華字新聞。
「台湾独立派」や民進党関係の記事が多く，「全台湾人移民の煤体」と自称している。
⑥ 『文匪報」 (WenWei Po, 日刊，衛星アメリカ版，サンフランシスコ発行， 30セン
時々掲載されることがある。最近，中国農村からの密入国1レートを記者が派遣先の村
まで行き，調べてきた記事があった。また，筆者が購読しているシアトルの地元新聞
Seattle Post-Intelligencerにも時々シアトルの華人コミュニティーについての記事
が掲載されるが，これらは英字新聞記事の項で紹介する。
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ト）
香港左派系（大陸系）華字新聞。
⑥ 『大公報」 (Ta-Kung-Pao, 日刊， 衛星アメリカ版， サンフランシスコ発行， 30セ
ント）
香港左派系（大陸系）華字新聞。その情報源の多くが新華社通信に基づく。
⑦ 「信報J(Overseas Chinese Economic Journal, 日刊，信報財経新聞アメリカ版，
サンフランシスコ発行， 30セント）
香港系経済新聞で，名前の通り経済関係の記事が多い。
⑧ 「成報J(Sing Pao Daily News, 日刊，衛星アメリカ版， サンフランシスコ発行，
30セント）
香港系の華字新聞で，香港の芸能関係の記事が多い。
⑨ 『新報J(Sino-American Daily News, 日刊，衛晶版，サンフランシスコ発行， 30
セント）
香港系の華字新聞。隔日の火・木・土・日に「双日刊』を発行し，これも30セントであ
る。
ところで，上記の①～⑨の華字新聞はシアトルで発行されておらず，発行地から空輸さ
れてくる。霧や雪のため飛行機が飛ばなくなったり，交通が遮断されると購入できない。
また，上記以外の華字新聞が時々，シアトルのインターナショナル・ディスリクト（チャ
イナタウン）の華人書店に置かれていることもあるが，必ずしも定期的に購入できるわけ
ではない。⑤～⑨の香港系華字新聞は香港で発行され衛星通信で送られてくるもので，北
米における中国人コミュニティーに関する記事は掲載されていない。また，これらの新聞
の発行所はサンフランシスコの中文報業聯営公司からである。
⑩ 「西華報J(Seattle Chinese Post, 週刊，シアトル発行， 25セント）
タブロイド版の華字新聞で，英字新聞の SeattleChinese Post (News for the Asian 
American Community)と同時に発行。シアトルのチャイナタウンのコミュニティーに
関する記事が多い。
⑪ 『華整報』 (AsiaToday, 週刊，シアトル発行， 25セント）
シアトルの華字新聞「西華報」と同様，シアトルの華人のコミュニティーに関する記事
が多い。タブロイド版。
⑫ 「華人商報』 (ChineseBusiness Journal, 隔週刊，シアトル発行，無料）。
「推広華人商業，繁栄華人経済」とあるように，企業や商業等の経済関係の記事が中心
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である。タブロイド版。
⑬ International Examiner (The Journal of Seattle/King County's Asian Com-
munities, 隔週刊，シアトル発行，無料）。
本紙は華字ではなく英字のアジア系コミュニティーに関する新聞であるが，華人コミュ
ニティーに関する記事を多く掲載している。タブロイド版。
2. ニューヨークで入手した華字新聞11)
ニューヨークでも上記の何種類かの新聞は入手できる。ここでは重複するのを避け，上
記以外の華字新聞でニューヨークで入手した新聞のみを紹介する。以下の都市で入手した
華字新聞においても同様に扱う。
① 『僑報」 (TheChina Press, 日刊，ニューヨーク発行， 25セント）
② 「紐約新聞報」 (ChinaJournal New York Inc., 13刊，ニューヨーク発行）
③ 『亜美時報」 (Asian-AmericanTimes, 日刊，ニューヨーク発行）
④ 「聯合日報』 (TheUnited Journal, 日刊，ニューヨーク発行， 25セント）
⑤ 「人民日報（海外版）」 (People'sDaily, 日刊，ニューヨーク発行）
この新聞は衛星通信で送られてきて北米ではニューヨークとサンフランシスコとで発行
されている。しかし，定期購読を申し込まないとシアトルでは入手できない。もちろん，
東京でも発行されている。ただ，中国大陸からの留学生や研究者に直接郵送されており，
彼らから時々見せてもらうことができた。本紙には「唐人街」というコラムがあり，世界
各地のチャイナタウンや華人社会を紹介している。
⑥ 「美東時報』 (ChineseCommunity Weekly, 週刊，ニューヨーク発行）
⑦ 「自立週報（海外版）』 (TheIndependence Weekly Post, 週刊，台湾発行）
台湾「自立晩報」系の週刊華字新聞。アメリカの主要都市で予約購読ができる。東京や
京都でも購入できるようで，京都の取扱者は意外や筆者の知っている人であった。
⑧ 『地産工商快訊』 (RealEstate & Business Times, 週刊， ニューヨーク発行， 35
セント）
不動産とビジネス関係の華字新聞。
11)ニューヨークには華宇新問記者の組織もあるようで，これまでの「美東華文記者聯誼
会」以外に，第二の華文記者組織である「絣約華文新聞従業者協会」が最近設立され
た。『星島日報」 1990年12月12日。
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3. トロントで入手した華字新聞
トロントで入手できる華字新聞も結構多いが，ここでも重複を避けて既述以外のものを
紹介する。
① 「城居週刊」 (LivingTimes, 週刊， トロント発行，無料）
不動産に関する広告と記事のみ。
② 『醒華日報」 (ShingWah Daily News, 13刊， トロント発行， 25セント）
本紙は民国11年 (1922年）に国父・孫文が創設し発行したという歴史のある華字新聞で
あるが，ある新聞報道によれば営業努力が足らず， 『世界日報」や『星島日報jの経営に
押されて廃刊に到ったとあった12)。しかし，その後バンクーバーでこの新聞が発行されて
いるのを見た。
③ 『新聞自由報』 (PressFreedom Herald, 旬報， トロント発行， 25セント）
本紙は海外中国新聞従業者協会が発行しており，その内容は中国や外国での中国民主化
運動についての記事が多く，中国民主団結聯盟（民聯）や民主中国陣線（民陣）関係の新
聞と考えられる。元は「新聞自由導報」の名前で発行されていた。本紙は最初ロサンゼル
スで発行されたと聞いていたのでロサスゼルスで1991年1月18日発行の本紙を入手したと
ころ， 『新聞自由導報』 (PressFreedom Guardian)となっており， 新聞自由導報理事
会の発行で，理事会主席は劉賓雁である。
4. バンクーバーで入手した華字新聞
バンクーバーのチャイナタウンは北米第二位とか第三位とかいわれているほど大きい。
特に，この数年で香港から流入した人口が最も多く，そのこともあって各種の華字新聞が
入手できる。しかし，シアトルと距離的に近いことからバンクーバーで入手できる新聞は
シアトルでもほぼ入手できる。
① 『大漢公報J(The Chinese Times, 日刊，バンクーバー発行）
記事よりも広告が多い。
② 「明報」 (MingPao Daily News, 日刊，衛星バンクーバー版，バンクーバー発行，
50セント）
香港系の華字新聞。
12) 「醒華日報倒閉」「華人商報』 1990年10月26日， 挑漢楳「六十八歳「醒華」老成凋謝
（加拿大文報業資料）」「世界日報」 1991年 1月3日。
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③ 「中央日報J(日刊，台湾発行）。
本紙は国民党機関紙であり，おそらく他のチャイナタウンでも入手できると考えられる
が，筆者はバンクーバーの書店の片隅に置かれていたのを初めて見つけた。『人民日報（海
外版）」と同様， 台湾からの留学生や研究者に対しては直接郵送されており， 台湾からの
留学生から時々見せてもらうことができた。本紙では「華人天下」というコラムがあり、
ここでは世界各地の華人社会について紹介しており，参考になる。
④ 「海光報』 (OverseasTorchlight Weekly, 週刊，台湾発行）。
本紙も内容から国民党政府系の週刊紙のようであるが，初めて目にした新聞である。本
紙はロサンゼルスの華文書店でも見つけた。
5. サンフランシスコ・サクラメント・オークランド・サンホセ等で入手した華字新
聞13)
ークフ/ト・サンホセはサンフフ/シスコに地理的に近接しており，サクラメント オ ―‘ 
華僑や華人の社会経済活動や情報はサンフランシスコのエリアにある。そのためこれらの
チャイナタウンで購入した華字新聞はサンフランシスコでほぼ入手できる。そこで，本稿
ではこれらの地域を同一の地域として扱った。
① 「金山時報」 (ChineseTimes, 日刊，サンフランシスコ発行， 25セント）
③ 『少年中国晨報』 (TheYoung Chinese Daily, 日刊，サンフランシスコ発行， 25 
セント）
本紙は孫文が亡命先のサンフランシスコで1910年から発行した歴史のある新聞であり，
題字は孫文によって書かれている。発行は国民党の海外支部が支えてきたが，最近その経
営が思わしくないので，廃刊が決定された14)。
③ Asian Week (An English Language Journal for the Asian American Com-
munity, 週刊，サンフランシスコ発行， 25セント）
本紙はチャイナタウンの街角の新聞売りから購入した英字新聞であるが，華人系アメリ
カ人についての記事が多いので紹介した。
13)サンフランシスコやロサンゼルスのチャイナタウンでは， 中国大陸の「南方日報』
（中国共産党広東省委員会機関紙や「羊城晩報』（中国共産党広州市委員会機関紙）
も売られているのには驚かされた。また，香港の「東方日報Jも売られていた。
14) 「世界日報」 1991年3月14日。ただし同紙1991年3月28日では， 『少年中国晨報」は
一且停刊して，『少年中国報」として継続発行するとある。
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④ 「中華論壇報」 (ChinaNews, 半週刊・週2回発行か？， サンフランシスコ発行，
25セント）
⑥ 「遠東報」 (AmasianPost. 週刊，サンフランシスコ発）
本紙は1991年4月第1週に創刊されたタブロイド版で，遠東報社務委員会出版となって
いる。サンフランシスコを訪問した友人より入手。編集方針については世界華人の立場に
立ち，各界の争いには不介入という中立の立場を取ると宣言している。
6. ロサンゼルスで入手した華字新聞
本稿でいうロサンゼルスとはロサンゼルス郡 (county)を意味しており， ロサンゼル
ス市周辺の諸都市を含める。ロサンゼルスは，ロサンゼルスのダウンタウンにある1日チャ
イナタウン以外にサンフランシスコの周辺都市と同様，各地に華人コミュニティーが形成
されており，現在のチャイナタウンだけでは華僑・華人の社会経済活動を理解することは
困難である。例えば，既述した「小台北」と呼ばれるモントレーパーク市には台湾からの
移民が多く，彼らの多くはレストランやスーパーマーケット，不動産業等を経営してお
り，彼らの経済活動や情報網はロサンゼルス郡に広がっている。
① 『越華報」 (Vietnam-ChineseNewspaper, 日刊，ロサンゼルス発行，無料）
ベトナム系華人に対する華字新聞。
② 「新光大報」 (NewKwong Tai Press, 日刊，ロサンゼルス， 15セント）
③ 「華商時報」 (AmericanChinese Business Journal, 週刊，無料）
華僑・華人のビジネスマンに無料で配付している。
④ 「買賣専欄」 (Buy& Sell Classified, 週刊，無料）
記事の中心は不動産売買情報と広告である。
⑥ 『自由時報」 (LibertyTimes U. S. A., 日刊，ロサンゼルス発行， 25セント）
⑥ 「投資報」 (InvestmentMonitor, 週刊，ロサンゼルス，無料）
⑦ 「天天日報」 (Chi-amDaily News, 日刊，ロサンゼルス発行，無料）
香港には同名の新聞が発行されており，その新聞と関係があるのかもしれない。
⑧ r憂湾公論報』 (TaiwanTribune, 半週刊・週2回発行，ロサンゼルス発行，無料）
ローカル華字新聞の多くは書店でも売られているが，店頭にフリーで入手できるように
積んでおり，本紙もそうであった。本紙は「海外台湾人的報紙」 (ForOverseas Taiwa-
nese Communities)と銘打っている。
⑨ 「中興報』 (ChungHing News, 週刊，ロサンゼルス発行，無料）
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⑩ 『少年中国晨報」 (TheYoung Chinese Daily, 日刊， ロサンゼルス発行， 25セン
ト）
本紙はサンフランシスコの③と同じであるが，発行はロサンゼルスである。
⑪ 「求是報」 (LiAo's Daily, 日刊，ロサンゼルス発行）
本紙は1991年2月27日に東方版（台湾）と西方版（カリフォルニア）を同時に発行し，
内容は国民党新聞局に対する批判的姿勢を貫いている。
⑫ 「我憫踵報」 (Ours,隔週刊，ロサンゼルス発行，無料）
本紙は1986年1月1日に創刊され，独立の刊行物で言論の自由と公開を尊重すると謳っ
ている。
7. ホノルルで入手した華字新聞
ホノルルのチャイナタウンはサンフランシスコのチャイナタウンの情報圏内にあるよう
で，『世界日報』はシアトルと同じサンホセ発行であった。その他に香港系の「星島日報』
や既述の衛星通信による香港系の各種新聞が販売されており，ホノルル独自の華字新聞は
一種類しか発見できなかった。
① 「中華新報」 (UnitedChinese Press, 日刊，ホノルル発行， 25セント）
本紙は読むべき記事が少なく，紙面の多くは広告やホノルルの華人社団組織の公告等で
ある。題字は蒋中正（介石）が書いている。
ところで，筆者が訪問したチャイナタウンはカナダのトロント・ビクトリア・バンクー
バー・カルガリーであり，アメリカではシアトル・ワシントンDC・ニューヨーク・ボー
トランド・サクラメント・オークランド・サンフランシスコ・サンホセ・ロサンゼルス・
ホノルルといった主要なチャイナタウンで，シカゴやヒューストン・ボストン・フィラデ
ルフィア等，まだ訪問していないチャイナタウンがある15)。また，チャイナタウンといっ
てもサンフランシスコやニューヨークのように華僑や華人が1箇所に集中して経済活動を
行う歴史のあるオールド・チャイナタウンもあれば，ロサンゼルスのモントレーパーク市
のように彼らの経済活動が市全域に広がっているところもある。すなわち，ここでは華僑
・華人が1箇所に集まって経済活動をしているのではなく，アメリカの普通の都市に見ら
れるように数多くのスーパーマーケットやレストラン・商店等が通りに面してあり，ただ
15)今後，機会があれば末訪問のチャイナタウンを見学し，資料収集を続行したい。
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普通の都市と異なっているのはその看板が漢字であるといった点だけである。近年，華人
コミュニティーの存在する都市の多くはこのような都市が多い。上記のモントレーパーク
市は全米第二のアジア系移民都市となっており， 15年前には白人 (Caucasian)が全市人
口の85%を占めていたのが，いまでは約6万人の人口のうちアジア系が50.$1る以上を占める
までになった。そして， 5種類の華字新聞が発行されており，別名「小台北」とも呼ばれ
るようになった16)。
IV. 華文雑誌と華人コミュニティー発行の雑誌・資料
華文雑誌は中国，台湾，香港からの政治経済関係の雑誌から，婦人雑誌，育児雑誌，料
理雑誌芸能雑誌，コミック雑誌，さらにはボルノ雑誌に至るまで各種の雑誌が直輸入さ
れており，北米において華文雑誌を発行する意義は弱く経済的に継続発行することが困難
なように思える。
ところで， シアトルのチャイナタウンには中国大陸系害店がないので， 中国大陸系の
雑誌は入手できない。サンフランシスコやロサンゼルス，ニューヨークのような大きなチ
ャイナタウンともなれば， 中国大陸系書店があるので購入可能である。 しかし， シアト
ルにおいても台湾や香港の雑誌は容易に入手可能で，例えば『九十年代』や『争鳴』，『明
報』，『百姓』，あるいは「新新聞』等の月刊誌や週刊誌はチャイナタウンの書店で容易に
購入できる。また， その数も非常に多く， 中国・台湾・香港に関する情報量は豊富であ
る。本稿では最近のチャイナタウンと華僑や華人の活動についての記事を掲載した華文雑
誌と日本であまり入手できない雑誌や資料を紹介することにする。しかし，華文雑誌や華
人コミュニティーの発行する小冊子はその地のチャイナタウンに行かなければ入手が困難
であり，大学図書館等にもあまり所蔵されていない。それゆえ，本稿で紹介できる資料は
実際発行されている小冊子の一部である。（ ）は購入した雑誌の号数である。
1. 全国性の華文雑誌
① 『華人」 (1990年3月号， 4月号）
9 本誌は香港で発行されているが，各国の華人社会の動向，チャイナタウンについての記
事が多いので参考になる。
R 『光華」（第15巻第10期， 1990年10月）
16) 『世界周刊』（『世界日報」の日曜版） 1990年11月11日，『太平洋時報」 1990年11月30
日。
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本誌には英文と華文で記事が書かれてあり，アメリカと台湾で発行されている。本誌は
台湾系の雑誌でロサンゼルスにも支社があり，定期購読が可能である。本号には「華人地
球村」という特集が組まれている。
③ 「時報周刊」 (ChinaTimes Weekly, 94号， 1990年!0/13~19)
本誌は台湾「中国時報」系の華文雑誌，ワシントン D.C. で発行されている。
④ 「民主中国」（創刊号， 1990年4月，第3期， 1990年8月）
本誌は，中国留日学生民主促進研究会が発行する「民主中国』と異なり，民主中国陣線
の「民主中国」雑誌社が発行する隔月間誌で，編集委員会には厳家其や蘇暁康等が名を連
ねている。「民主中国」雑誌社の住所はフランスにあるが， 印刷•発行は香港で行われて
いる。
⑥ 『知識分子」 (TheChinese Intellectual, 4ドル， 1990年春季号， 1990年夏期号）
本誌は，我が国にも翻訳紹介された'Sonof the Revolution'の著者・梁桓が編集する
季刊雑誌であり，④と同様に中国の政治・文化を扱う雑誌である。発行はニューヨーク。
⑥ 「探索」 (TheQuest) 
筆者は本誌発行の由来については末知であるが，発刊の宗旨を「中国の民主，自由，中
国に現代化の路を歩ませる」ことであり，発刊の目的を「上述の宗旨の下に中国の前途を
探索することであり，このことは国内外の中国人の共同の偉大な事業である」と述べてい
る「学術性•新聞性・知識性・総合性」雑誌である。ニューヨーク発行。
⑦ 「中国之春」 (ChinaSpring) 
本誌は香港で時々購入し，読んだことのある有名な反体制派雑誌である。「中国の春」
グループが発行する中国の民主化を主張する雑誌である。ニューヨーク発行。
⑧ Pacific Rim Riza 
ロサンゼルス発行の， 中文ではなく英文雑誌である。本誌はまだ末見であり， Seattle 
Chinese Postに紹介されたもので，多くの華人発行雑誌が3号雑誌で終わっているのに
にもかかわらず， 2年間継続しているとのことである17)。
⑨ 「美新周刊』
聯合報系の週刊誌「美國新聞輿世界報導」 (U.S. News & World Report, 台湾発行，
中文版，最近廃刊になったと聞いている）と発行は同じで，ニューヨークで発行されてい
る週刊誌である。
17) Seattle Chinese post, December 2, 1990. 
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⑩ 「自由論塊」 (FreedomForum, 1990年第3期）
本誌は1989年の民主化運動に関する論考を多く掲載していることから， 「天安門事件」
をきっかけに出版されたものと思われる。ロサンゼルス発行。
⑪ 「台湾學生」 (TaiwaneseCollegian, No. 2, April, 1989) 
台湾学生社が発行する本誌は47期発行した月刊紙「台湾學生」を継承するもので，論考
の内容から台湾独立派の雑誌と思われる。アービン発行。
⑫ 「台湾文化」 (TaiwanCulture, 双月刊， 1989年3月，第19期）
本誌の発行者は全美台湾同郷会と台美文化交流中心(Taiwan-U.S. Culture Exchange 
Center)とあることから，台湾独立派系の雑誌であることが分かる。編輯委員には筆者の
知っている者が何人か含まれている。ロサンゼルス発行。
⑬ 「中國旅遊』 (1990年12月号）
本誌は香港で発行されている中国各地の文化や伝統を紹介する雑誌で，これまで外国人
が訪れることの少ない中国各地の風俗を紹介したりしているので興味を持っていたが，チ
ャイナタウンの華文書店で見つけ購入した。本号は「台湾海峡両岸探風情」の特集を組ん
でおり，台湾人が娼祖の故郷である福建省瀬洲島へ娠祖の誕生日に台湾から直接渡航して
いること等が写真入りで掲載されており，台湾と対岸の福建省との交流が大きく扱われて
いる。
2. 地方性，華人コミュニティー発行の雑誌・資料
① 「西雅図中文黄頁電話薄」 (SeattleChinese Yellow Pages, Seattle Chinese Post, 
Inc., 1990年版， 1991年版）
シアトル在住華人の社団 (Associations/Societies)や華人系レストラン・スーパーマ
ーケット等の電話帳。
③ Chinatown News (Vol. 37/No. 6, 10, 12, 16, 17, 18, 2, 23, Vol. 38/No. 1~3, 
1989~90) 
バンクーバーのチャイナタウンで発行されている英文雑誌。バンクーバーで発行されて
いる雑誌はこれ以外に，『国泰電視」や「国際車会」等があり，『生活雑誌」という中‘英
文の雑誌が発行されていたが， 1990年8月より停刊となっている。また，『楓橋出版社」
という華文書の出版社がある18)0 
18)播銘築「温寄華的華人傭媒」「星島日報』 1990年12月15日~16日。
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③ Burke, Edward and Elizabeth., Seattle's Other History, Our Asian-American 
Heritage, 1979. 
シアトルのチャイナタウン・ツアー用に編集された英文ガイドで，豊富な写真が掲載さ
れている。このようなチャイナタウン・ツアーは多くの所で実施されており，ホノルルの
チャイナタウンでも AsiaHallにある ChinatownCultural Plazaが1ドルの参加費
でチャイナタウンを案内してくれ，その際にチャイナタウンの地図の載ったパンフレット
をくれる。
④ 「華州雑誌」 (TheChinese Magazine, Vol. 4, 6, 7, 8, 9, 1989年1月， 1990年4
月， 7月， 10月， 1991年2月）。
シアトルで発行されている華文雑誌。その多くは華人系レストランや商店等の広告記事
である。
⑥ Asian Voice (美京華盛頓中国牌楼落成紀念特刊， November1986)。
ワシントン D.C. のチャイナタウン楼門建設を記念に特集が組まれた。本誌は英文で
ある。
⑥ 「梅花社簡訊」（紐約梅花聯誼社発行， 1988年1月）
この小冊子は華文で，ニューヨークで発行されており，梅花は中華民国の国花であるこ
とから台湾同郷会組織の機関誌と思われる。この小冊子を提供してくれたのは美東梅園聯
誼総会であり，美東とはアメリカ東海岸を意味する。
⑦ Public Opinion Research Foundation (民意調査基金会）， The Results of a 
Survey of Opinions toward the June 4 Tienanmen Incident on the Part of Ge-
neral Residents of the Taiwan Area and Residents of the Taiwan Area Who 
Have Visited Relatives on the Mainland, China Reunification Alliance (三民主
義統一中国大同盟）， 1990
本資料は民意調査基金会によって実施された台湾人や中国大陸の親戚族問をした台湾人
の中国大陸に対する意識調査である。英文に翻訳されていることから華文資料も出版され
ているようである。
⑧ 「新聞信」 (1988年10月14日）
この冊子は大西雅園区台湾同郷会 (TaiwaneseAssociation of Greater Seattle)が
発行する会員への連絡ニュースである。シアトルをはじめとして全米における台湾同郷会
には「台湾同郷会」と「台湾同郷聯誼会」の二つがあり，前者は台湾独立派系の同郷会で
あり，後者は国民党系の同郷会であるっところで，筆者は教えられた前者の住所に手紙を
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書いて『新聞信」のバックナンバーを請求したが，何の返事も貰えなかった。
⑨ A. Maga;ine; The Asian American Quarterly (『亜裔』）。
本誌は華文ではなく，英文である。本誌については「世界日報」紙上で創刊されたと
いう紹介記事を読み， ワシントン大学の EastAsian Libraryゃ AsianAmerican 
Studiesの研究者等に問い合わせたが不明であり，入手できていない。
⑩ 「人輿事」 (ChinatownReport Inc., New York) 
本誌は華字新聞や論文等に時々引用されていたりして気になっている雑誌であるが，大
学図書館に問い合わせたが，カードや雑誌目録，コンピューターの検索データにはなく，
University Bookstoreで注文できるか問い合わせたが，ここのコンピューターのデータ
にもこの雑誌や雑誌社の名前は見当たらないとのことであった。
⑪ 南加）+I福建同郷会『南加州福建同郷會章程』
これは全6頁からなるカリフォルニア州南部の福建同郷会の規約である。ロサンゼルス
のチャイナタウン付近にある同会を訪問して入手した。同会は1981年5月6日に法人とし
てカリフォルニア州政府に承認された。
⑫ 『1991華商年鑑（南加州版電話簿）」 (ChineseCommunity Yellow Pages & Bus-
iness Guide/Southern California)上冊・下冊
このような華文電話簿は各地のチャイナタウンで作成されており，その目的はレストラ
ンや商店の広告であるため，その多くは無料で入手可能である。
⑬ 南加州蘇浙同郷会『蘇浙通訊』 (Kiangsu-ChekiangAssociation of Southern Cali-
fornia, 1990年）
南カリフォルニアにおける上海市・江蘇省・浙江省出身者の同郷会の機関誌である。
⑭ Seattle Chinatown International District; An Investment Guide, Seattle 
Department of Community Development, 1984(?) 
シアトル市の Departmentof Community Developmentが発行した小冊子で，チ
ャイナタウン内のビルディング名の地図はチャイナタウンを鳥臓できて便利である。
⑮ 「波士頓通訊」 (FreeChinese Monthly) 
本誌は TheFree Chinese Associationがボストンで発行する不定期刊行の華文雑誌
で，発行回数の多いときは月刊に近い。発行年に中華民国を使用しているので，台湾系の
雑誌と思える。連絡先は P.0. Box 1.38 MIT Station Cambridge, MA 02139である。
⑮ r中文黄頁電話簿・北湾版」 (AsianYellow Pages, Serving San Francisco North 
Bay Area, October 1990) 
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本電話簿は新聞の広告で時々見かけるのであるが，入手してはいない。内容は⑫とほぼ
同じように広告収入を目的として発行されていると考えられる。
⑰ Chong Wa Benevolent Association (西雅図中華会館）， SeattleChinese Comm-
unity Newsletter (中華月刊）， Vol.I, No. ll~Vol. VI, No. 6 (March 1962~ 
March・April 1967), Vol, I, No. 1 (1970年12月25日）
タイプライターによるシアトル中華会館の通信誌であり，華文は手書きである。内容は
中華会館やそこに属する各社団の行事，コミュニティー内の結婚や大学や高校の卒業者名
簿までをも掲載している。
⑱ 華盛頓省華人商業指南編印委員会， ChineseCommunity Phone Directory for the 
State of Washington (華盛頓省華人商業指南）， SeattleChinatown Chamber of 
Commerce (西雅図中華商会）， 1971.
本書はワシントン省各都市における華人の電話薄で，その大部分は華人レストランや商
店等の広告である。
⑲ 西雅圏華盛頓省中華會館 (ChongWa Benevolent Association of the State of 
Washington), 「中華會館章程」 1967年。本資料は1929年に成立したワシントン省僑界
の最高慈善機関と称されている中華会館の規約であり，華文と英文で書かれている。
⑳ 西雅圏華人侵信会 (ChineseBaptist Church), 『西雅圏華人浸信會七十五週年紀念
特別』 (DiamondAnniversary of the Chinese Baptist Church) 1971年。
本冊子はシアトルのチャイナタウンにある華人バプテイスト教会の75周年を記念し
て，英文と華文とで編集されたものである。本教会は華人社会に大きな力を持ってお
り，非華人系研究者が華人社会を研究する際，本教会を通じて華人社会に入ろうとする
ようである。
⑪ 西雅圏華人浸信會 (ChineseBaptist Church, Seattle, Washington), 「西雅圏華
人浸信會八十週年紀念1,896-1976」(80thAnniversary 1896-1976) 1976年。
本冊子は⑳と同様に80周を記念して編集された。教会の歴史は即華人の歴史でもあ
る。
⑫ 僑港伍氏宗親會「僑港伍氏親會第六届理監事就職典證聟敬老慈幼大會特刊J'1977年。
本冊子は香港伍氏宗親会第6期役員選出後の記念式典に関するものである。各役員の
紹介や抱負が掲載されており，組織の内容が理解できる。
＠旅美伍脊山総公所「旅美伍脊山線公所章程」 1962年。
本冊子はサンフランシスコにある旅美伍脊山線公所の規約章程であり， 5年に1回全
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米懇親大会と代表大会が開かれることが規約中にある。本冊子には第4回大会の報告も
掲載されている。
⑭ 伍旋操「世界伍氏宗親線會第一届特刊」 1981年。
本冊子は198吟三1月8日に香港で挙行された世界大会の報告集である。世界大会は10
年に1回開催されることになっており，第2回は本年の10月に香港で開催される予定で
ある。伍氏宗親会（伍膏山公所）の組織はサンフランシスコに線公所があり， ボスト
ン，シカゴ，サンアントニオ，ニューヨーク，ワシントンD.C.,バルチモア，シアト
ル， トロント，ロサンゼルス，ヒューストン，モントリオール，マニラ，バンクーバー
に公所が， ジャックソンビル， マイアミ，サバナ， ボートランド， ベイカーフィール
ド，アラメダ，ノーフォーク，プルマンに通訊慮が，カルガリー，香港，クアランプー
ル，台北に宗親会，ペナンに家廟，ラングーンに家族線會が設置されている。
⑮ 美國西雅園台中校友會「美國西雅圏台中校友會特刊」 1990年第2期。
本冊子は広東省台山県台山一中卒業生の同窓会誌である。他地にある校友会の役員を
度々シアトルに招き，歓迎会を開いていることが記述されている。このような形で中国
大陸とシアトルとの人的給合は再確認されている。
⑯ 天使島移民拘留所歴史諮詢委員会 (AIISHAC), "Angel Island." 
本誌については『世界日報』の記事で知った。そこでサンフランシスコにある住所へ
手紙を書き，入手したい旨を伝えたが返事がなかったので，その内容は不明である。天
使島はサンフランシスコ湾にある小さな島で，中国からサンフランシスコヘやって来た
不法移民が拘置された収容所であり，現在ここに移民博物館が設置されている。『世界
日報』1990年1月6日。
@ The Wing Luke Asion Musiam Membership Newsletter, Fall 1990. 
シアトルのチャイナタウンにある陸栄昌紀念博物館の機関誌である。同時期に Educa-
tion Express, Education Newsletterも発行しており，行事等の紹介を行っている。
⑱ 民陣加拿大秘書処編印「民陣加拿大介紹J1990年7月。
カナダにおける民主中国陣線の声明，成立，規約等を紹介している。
⑲ 民陣加拿大秘書処編印「民陣加拿大簡報』 1990年7月。
カナダにおける民主中国陣線の活動記録である。
ところで，⑥Asian Voiceや⑥ r梅花社簡訊』，⑧ 「新聞信』；⑪「南加州福建同郷會章
程』， ⑬ 「蘇浙通訊』， ⑰ Seattle Chinese Community Newsletter (中華月刊），⑲~
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⑮は，各地域の華人社会の社団組織が発行するもので，こちらの社団組織と接触しない限
り入手困難である。ところで，かつてアメリカにおける華人系社団組織が発行した出版物
の目録とその所蔵図書館の紹介として，次のような目録があるので参照されたい19)0 
Lai, Him Mark., A History Reclaimed; An Annotated Bibliography of Chinese 
Language Materials on the Chinese of America, Asian American Studies Center, 
University of California, Los Angeles, 1986. （以下，続く）
19)英文の「華人社会と華僑・華人に関する文献目録」については，「V.華人社会と華僑
・華人に関する英語文献」の節で紹介する。
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